
9 月がん征圧月間　パネル展＆写真展

順天堂大学医学部附属練馬病院がん治療センターと練馬区健康推進課の合同開催

区では、順天堂大学医学部附属練馬病院が毎月実施している「緩和

ケア交流会」の後援を行っています。緩和ケア交流会では、ミニ講

座や写真展等を実施しており、今回初めて、９月がん征圧月間に合

わせて、写真展を区施設でも行うこととしました。

写真は、患者さんやご家族、医療関係者の方からご提供いただいた

ものです。様々な想いが詰まった写真やコメントをぜひご覧くださ

い。

また、がん相談支援センターや緩和ケアの紹介もしています。この

機会にぜひ知っていただければと思います。

練馬区健康部健康推進課

令和元年 8月 31 日（土）から９月 13 日 ( 金）

本庁舎 2階通路掲示板（東側）・保健相談所



がんって、どんな病気？

正常な細胞の遺伝子に傷が

ついてできる異常な細胞の

塊の中で悪性のものを「が

ん」といいます。遺伝子に

傷ができる理由は、生活習

慣の影響など様々ありま

す。

発生した 1 個のがん細胞
は、目立った症状がないま
ま増え続け、10 ～ 20 年程
かけて、一般的にがん検診
で発見できる１ｃｍ程度の
塊になります。
その後、２ｃｍ程度の大き
さになるのは、１～２年程
度。それ以降は進行がんと
なり、症状が現れてきます。

いま、日本人の 2人に 1人はがんになると言われています。

1. がんってなに？ 2. 免疫の働きが低下すると…？

健康な人の体でも毎日、多数のが
ん細胞が発生していますが、免疫
が働いてがん細胞を死滅させてい
ます。しかし、年を取ることなど
により免疫が低下すると、死滅さ
せることが難しくなります。

がんは「誰でもなる可能性がある病気」
であり、早く見つけて治療をすれば、
治る病気と言われています。
がん検診の対象年齢に達した方は、ぜ
ひ定期的に受けてください。

がんは、がんが出来た身体の場
所によって症状が異なります。
例えば、大腸がんなら便秘や下
痢、子宮がんなら不正出血など。
全てのがんに共通するがん特有
の症状がないことが、がんの特
徴ともいえます。

3. 最初のうちは症状はない
4. がんに決まった症状はない

参考：文部科学省「がん教育推進のための教材」、
国立がん研究センターホームページなど

がん検診など区の情報
に関して練馬区公式 HP
「がんについて」
はこちらから

がん全般に関して
国立がん研究センター
「がん情報サービス」
はこちらから



がんのこと、
どこに相談できるの？

「がん」についての様々な相談は、
全国にある「がん相談支援センター」という施設で相談
を受付けています。
練馬区では、順天堂大学医学部附属練馬病院内にありま
す。一定の研修を受けたがん相談員（看護師、医療ソー
シャルワーカー・臨床心理士等）が相談に応じています。

●がんについて、
　もっと知りたい。

●治療のことを知りたい。

●誰かに話したい。
　気持ちを聞いて欲しい。

●仕事のこと、治療費のこと、
　相談したい。

●本人でも、家族でも、
　友人でも。

●区民でも、
　区民以外でも。

●支援センターがある病院
　に通院していなくても。

どんなことでも相談 OK ！

だれでも相談 OK ！ 電話でも来所でも！

●電話は予約なし！

●来所は予約で！

●電話も来所も
　相談無料！
　

月～金　9時から 15 時まで

セカンドオピニオン、治療方針、緩和ケア、
副作用、など

治療費の目安、職場への説明、
在宅医療・療養のこと、など

がんかもしれないけど、
怖くて病院に行けない、
情報収集先、など

不安、誰にも相談できない、
ただ聞いて欲しい　など

まずはお電話を。
03-5923-3247

●おとなも子どもも。



知ってほしい。
いまの「緩和ケア」のこと①

がんと診断されたときから、

治療と並行して行われる
がん治療のひとつです。

からだの
つらさ

納得した
治療を

受けるために

安心して
生活が

できるために

家族の
つらさ

緩和ケアでアプローチする、4つの視点

※ 終末期にだけ行う治療ではありません。

様々なつらさを和らげ、

治療中も自分らしく
過ごすことができる
よう、相談に応じます。

視点の基本！　「今、困っていること、つらいことは？」

・治療に伴う症状の予防、
対処方法（スキンケア、栄養など）
・いたみ、不眠、その他

・診断に対する不安、心のつらさ
・治療前の準備、心構え
・セカンドオピニオン　など…

・治療や療養にかかる費用
・通院の大変さ
・家事、育児、仕事の両立
　　　　　　　　など…

・家族の心のつらさ
・介護
・そのほか気がかりなこと　　　　　
　　　　　　　　など…

ご本人や家族、周囲の方も対象です。



緩和ケアは、

通院中でも入院中でも
自宅でも受けられます。

緩和ケアは、
患者さんやご家族とともに

チームを組んで取組み
ます。

緩和ケアは、
からだやこころのつらさを和らげ、

あなたらしい生活を大切にする考え方です。

緩和ケアチームについて

医師
看護師 リハビリ

技師

薬剤師

臨床
心理士

ソーシャル
ワーカー

管理
栄養士 患者さん

家族

緩和ケアチームのメンバー

知ってほしい。
いまの「緩和ケア」のこと②



緩和ケアには、様々なメリット
があると考えられています。

まずは、がん相談支援センター（がん相談窓口）に
お問い合わせください。

緩和ケアを受けることによるメリット！

治療中のつらさ
が和らぎ、
がん治療に取組
む意欲が増す

不安や気持ちの落
ち込みなど、心の
つらさが和らぎ、
がんの検査・治療
を自身で選択でき
るようになる

仕事・育児・介護・
療養生活など社会
的問題をスタッフ
と一緒に考え、解
決策を探すことが
できる

治療に大切な栄養
・体力・薬の上手
な活用方法・人と
の付き合い方な
ど、生活のコツを
得ることができる

知ってほしい。
いまの「緩和ケア」のこと③


